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浜松市議会議員との
意見交換会を行いました

（仮称）静岡市歴史文化施設
　　　　   着々と進行中！

浜松市と静岡市は、
静岡県下で同じ政令
市であることから共
通する課題が多くあ
ります。
5 月 31 日、志政会
では課題解決の糸口

を探るべく、浜松市議会「市民クラブ」の議員と情報交
換及び意見交換を行いました。この会議の中で、企業留置・
企業誘致の方策、医師確保、中学校の部活動問題等のテー
マについて話し合われ、活発な意見交換が行われました。
今後、浜松市での取組
みを参考にしながら、
静岡市の課題解決に向
け会派として提言を
行っていきたいと思い
ます。
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総務会長 政調会長幹  事  長 代　表

人口減少対策特別委員会　　　　　○佐藤　成子　　池邨　善満　　　　　　

中山間地活性化調査特別委員会　　　風間　重樹　　白鳥　実    　

総合交通政策特別委員会　　　　　　中山　道晴　　水野　敏夫　　　　　　　

清水都心まちづくり特別委員会　　　望月　厚司　 　 　 

代　　表　　　　　望月　厚司

幹 事 長 　　　　  白鳥　実

総務会長　　　　　佐藤　成子

政調会長　　　　　池邨　善満　　　　

■会派執行部■

蒲原総合病院組合議会　風間　重樹　　　　

■組合議会■

（仮称）静岡市がん克服条例検討会　○石井　孝治　　池邨　善満　　　　

■条例検討会■

議会運営委員会　　　　○池邨　善満　　望月　厚司

総務委員会　　　　　　　望月　厚司

市民環境教育委員会　　　佐藤　成子

厚生委員会　　　　　　◎石井　孝治　　中山　道晴

観光文化経済委員会　　　白鳥　実

都市建設委員会　　　　　風間　重樹　　水野　敏夫　

企業消防委員会　　　　◎後藤　哲朗　　池邨　善満

■常任委員会■

競輪運営協議会委員　　水野　敏夫

国保運営協議会委員　　中山　道晴

清掃対策審議会委員　　佐藤　成子

都市計画審議会委員　　白鳥　実

■付属機関委員■

■特別委員会■

◎委員長　○副委員長
平成 30 年度  志政会会派体制

静岡市葵区の青葉
小跡地に建設予定
の（仮称）静岡市
歴史文化施設の建
築設計・展示設計
が進行中です。
建物は、ルーブル美術館ランス別館や金沢 21 世紀美術館
などを手掛けた世界的な建築家  妹島和世 + 西沢立衛
/SANAA 事務所が設計します。高さを限りなく低く抑え、
周辺の景観に溶け込むよう配慮されながらも、独特なデザ
インのシンボル性の高い建物になる予定です。
また、展示は家康公と静岡の関わりを主軸とし、「駿府の

礎を築いた今川氏」「東海道
交通と交流」をテーマ展示し
ていきます。家康公を通じて
来館者に “静岡の良さ”を知っ
てもらうことを目的とした構
成になる予定です。

施設外観イメージ

展示室内イメージ

石 井 孝 治

池 邨 善 満

Q：学校プールの多くは
高度経済成長期に学校と
共に整備され、その多く
が経年劣化のため老朽化
しているが、本市の学校
プールの現状はどのよう
か。またその対策はどの
ようにしていくのか。

Q：ＳＤＧｓの推進にあ
たっては、市民の理解と
優先課題を明確にし、進
め方をわかりやすく示す
必要がある。取組むメリッ
ト、優先する項目、スケ
ジュール、自治会・町内
会の役割について伺う。

Ａ：小中学校の学校プールは、全部で 125 か所あり、
そのうち設置から 40 年以上経過している学校プー
ルは、58 か所。これらの中には老朽化の著しい施設
もあることから、老朽度合を調査し、併せて、利用
期間や授業などでの利用状況を考慮し、現場の意見
や他都市の事例などについて、広
く情報収集を行い学校プールの在
り方を今後研究していく。

Ａ：ＳＤＧｓが、環境、社会、経済の三側面で語られ
るのは、従来の環境保全と経済拡大を対立の図式でと
らえるのではなく、双方の発展が可能であるという考
えに立っている。ＳＤＧｓの市民認知度を高める取組
みとして、来年１月３日の成人式から東京ガールズコ
レクションまでの間を「ＳＤＧｓ推進ウィーク」と定
め、普及啓発を強力的に進めていく。

持続可能な開発目標（SDGs）とは、2015 年 9 月の国連
サミットで採択された 2016 年から 2030 年までの国際目
標です。持続可能な世界を実現するための 17 のゴール・
169 のターゲットから構成され、地球上の誰一人
として取り残さないことを誓っています。

「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」とは…



６ 月 補 正正
一般会計 6月補正予算  18 億 8,922 万円
多世代交流型住宅や日本平公園整備事業などに
■多世代交流型住宅整備に向けた調査 … 800 万円

■日本平公園の整備 … 1 億 2,200 万円

静岡市は、サービス付き高齢者住宅や一般向け賃貸住宅を一つの建物に設けた
「多世代交流型住宅」を駿河区の市有地に整備する。市が用地を貸与し、民間
活力を取り込む民設民営方式での整備を目ざしている。
多世代交流型住宅は、上層階に子育て世帯や学生の住む一般向け住宅と、安否
確認や生活相談サービスのある高齢者用住宅を配置。低層階には交流スペース
や、子育て・介護関連施設の入居を想定し、世代間や地域の交流を生む住環境
を整えることで、市が周辺エリアで進めるまちづくり構想「生涯活躍のまち（Ｃ
ＣＲＣ）静岡」を促進する。
今年度は民間事業者の公募に向け、市場性や地域ニーズの調査を実施する。

平成 30 年 10 月ごろ完成予定の日本平山頂シン
ボル施設と展望回廊の完成に向け、雨水排水施設
やアクセス道路の用地買収、平野ゾーンの用地買
収・造園工事等を行う。
≪整備内容≫
　・山頂部　　　雨水排水設備工事
　　　　　　　　（浸透桝 9基、浸透池 2ヶ所）
　・平原ゾーン　用地買収（約 3,300 ㎡）
　　　　　　　　造園工事（約 4,500 ㎡）
　・アクセス道路　用地買収（約 1,800 ㎡）

高齢者向け住宅
+子育て世帯・学生向け住宅等

介護サービス事務所、
子育て支援、薬局等

居住者や地域の方の
交流スペース等

公園

地域福祉共生センター
（Ｈ30年 6月オープン
　　　　　＊右頁参照）

地域多世代交流型
住宅整備予定地

ＳＢ
Ｓ通
り

石
田
街
道

富士見エリア
（子育て拠点）

中高年が健康で積極的に生活できるコミュニ
ティーをつくり、地域活力維持につなげる構想。
市はこの地区を地域福祉と多世代交流に重点を
置く「共生地区」に位置づけており、Ｈ30 年 6
月南部図書館内に地域交流拠点を開設。来年度
には児童発達支援センターを新設するなど、構
想実現のための環境整備が進められている。

「ＣＣＲＣ静岡」とは…

中高年が健康で積極的に生活できるコミュニ

日本平ホテル

平原ゾーン
・用地買収
・造園工事

アクセス道路
・用地買収

山頂部
雨水排水設備工事

　・アクセス道路　用地買収（約 1,800 ㎡）

新しい施設が続々オープンしています新しい施設が続々オープンしています

ラン・アンド・リフレッシュステーション外観（左）
交流スペース（右上）・ロッカー更衣室（右下）

「みなくる」が整
備された南部図書
館（上）　　　　
地域交流スペース
（右）

ランニングやウォーキングなどをす
る人たちの休憩施設として、「駿府城
ラン・アンド・リフレッシュステー
ション」が葵区駿府町にオープンし
ました。シャワー、ロッカーを備え
た更衣室があり、1 回 300 円で利用
できます。また、屋内の交流スペー
スと屋外のカフェスペースは無料で、
軽食や飲物などの販売があります。

【アクセス】

「みなくる」ではこんな事ができます

1．地域・多世代の交流
　大学の公開講座や大学生と連携して調査研究、　
　ワークショップなどに参加
2．健康づくり・健康の見える化
　体組成計測定、ロコモ度測定、専門職による相談
3．地域福祉の活動拠点
　ボランティア、地域活動団体などの活動やミー　
　ティング。地域福祉推進のための市民講座やシン
　ポジウムへの参加。　　　　　等

駿河区の南部図書館 2 階に、地
域福祉と多世代交流を推進する
「地域福祉共生センター」がオー
プンし、公募により愛称が「み
なくる」に決定しました。
施設内には、市民団体の活動を
支援するための「地域交流スペー
ス」が整備されたほか、事前予
約により利用できる会議室（有
料）が整備されています。

駿府城ラン・アンド・リフレッシュステーション

地域福祉共生センター「みなくる」

会派主催研修会

「町工場の全社員が残業ゼロで年収 600 万円以上もらえる理由」
講師：株式会社 吉原精工  会長　吉原 博 氏
　昨今ブラック企業の問題とともに、「働き方改革」が大きな関心を集めているが、（株）
吉原精工は、この課題にいち早く取組み、働き方改革に成功した会社である。今回、働
く人の目線で改革を続ける「働き方改革の先駆者」吉原会長に、ご自身の体験談を交え
講演していただいた。
　（株）吉原精工は、吉原会長が脱サラして創業した金属加工会社。当時は深夜残業が当たり前の今でいう「ブラッ

ク企業」であったという。しかし、バブル崩壊等の倒産危機を経験し、
優秀な人材を集めるため、「残業ゼロ」にする働き方改革を決意。
残業ゼロの効果としては、 ①常に効率を考えて作業する癖がつく  
②毎日の疲労感が少なくミスの減少につながる  等があり、効率化
を追求したことによりコストが下がり、利益率が高くなった。
　現在は、残業ゼロで年 2 回のボーナス 100 万円、年 3 回の 10 連
休がある。吉原会長は「経営者に覚悟があったと言われるが、実は
覚悟なんかなく、とりあえずやってみただけ。できるかできないか
考える前にまずやってみることが大事。だめなら元に戻せばいい」
と決断する事の重要性を強調した。今後は、週休 3 日制の導入につ
いて検討していきたいとのことであった。

（株）吉原精工　吉原博会長

市会議員・市職員等約 90名が参加した


